
守山市版「地方創生」守山まるごと活性化

平成２７年度　～　平成３１年度　（５年間） 守山市

指標① 都市再生整備計画（守山市北部地区）区域に居住する人口を18,367人／年（H26）から18,400人／年（R01）に増加

当該地区は年間約31人毎人口減少

指標② 守山市に住み続けたい人の割合（市の市民意識調査）を75.5％（H24）から79.7％（H30）に増加

市の市民意識調査（当初H24、中間H28、最終H30）

指標③ 地域交流施設の利用者数を56,800人／年（H28）から131,000人／年（R01）に増加

（当初H28）

指標② 市民運動公園施設利用者数を172,204人／年（H24）から185,600人／年（H30）に増加

（当初H24、中間H28、最終H30）

Ａ1　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 策定状況

A10-001 都市再生 一般 守山市 直接 ■ ■ ■ ■ ■ 791 －

A12-002 公園 一般 守山市 直接 ■ 400 策定済

A16-003 住宅 一般 守山市 直接 ■ ■ ■ ■ 400 －

A12-004 公園 一般 守山市 直接 ■ ■ 1,790 1.09 －

合計 3,381 －

18,330人／年 18,400人／年

172,204人／年 185,600人／年 185,600人／年

備考

（H26）

守山市 「環境学習都市宣言」記念公園整備事業 記念公園 守山市

守山市
都市再生整備計画事業

（守山北部地区）
公園、高質空間形成施設、高次都市
施設

守山市

守山市 市民運動公園再整備事業 市民運動公園 守山市

守山市
街なみ環境整備事業

（赤野井地区）
修景施設整備等（赤野井地区31ha） 守山市

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名 費用便益比 備考

交付対象事業

守山市企画政策課 ・令和3年12月
公表の方法
・守山市のホームページに掲載する

１．交付対象事業の進捗状況

事　　後　　評　　価
○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

0百万円 Ｃ 0百万円 Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

3,381百万円 Ａ 3,381百万円 Ｂ

18,367人／年

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

0.0%
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

56,800人／年 56,800人／年 131,000人／年

75% 78% 79%

社会資本総合整備計画　　事後評価

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

（H29末） （R01末）

本計画は、年々希薄になりつつある人とひとの絆の再生・強化を図るため、歴史資源・自然資源を生かした整備等を行うことにより、守山に一層愛着と誇りを持てる元気な地域コミュニティの活性化を図る。
また、健康づくり・生きがいづくりなどへの市民意識の向上等公園ニーズの多様化に対応するため、市民運動公園の整備を行い、災害時における避難空間としても活用できるスポーツレクリエーション施設としての機能強化を図
る。
このことにより、守山に住んでいるすべての市民が「守山に住んでよかった」「住み続けたい」と感じ、日常生活の中で幸福を実感できるまちづくりを目指します。

指標①「都市再生整備計画（守山市北部地区）区域に居住する人口」
指標②「守山市に住み続けたい人の割合」
指標③「地域交流施設の利用者数」
指標④「市民運動公園施設利用者数」



Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円）

合計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円）

合計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果

（事業箇所） （面積等）
番号 事業者

要素となる事業名 事業内容
備考

市町村名 備考
（延長・面積等）

事業実施期間（年度）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名 費用便益比 備考
（延長・面積等）



指標①　都市再生整備計画（守山市北部地区）区域に居住する人口

指標③　市民運動公園施設利用者数

指標③　地域交流施設の利用者数

指標②　守山市に住み続けたい人の割合

185,600人／年
目標値と実績値に
差が出た要因

最終実績値 291,683人／年

最終目標値 79%
目標値と実績値に
差が出た要因

地区計画制度を活用した宅地整備等により転入者が増加し、居住年数が少ない人
の割合が増加したため、守山市に住み続けたいと考える人の割合は減少したと考
えられる。最終実績値 70.7%

最終目標値 131,000人／年
目標値と実績値に
差が出た要因

最終実績値（R01年度）における12月以降の利用者数が未確定のため、11月まで
の利用者数合計を記載。

最終実績値 71,068人／年

Ⅱ定量的指標の達成状況

・今後も引き続き、歴史資源・自然資源を生かした整備等を行い、守山に一層愛着と誇りを持てる元気な地域コミュニティの活性化を図り、守山市に住み続けたい人の割合を増加させる。
・地域交流施設において年間を通して様々なイベントや講座、教室等を開き、利用者数の増加を図るとともに地域コミュニティの形成を維持し、地域の活性化に資する施設とする。

最終実績値 18,569人／年

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
・赤野井地区街なみ環境整備事業により、ボランティア活動や学校教育等での利用に加え、地元有志が赤野井地区の歴史勉強会を実施し他地域とも交流を行っ
ている。

３．特記事項（今後の方針等）

最終目標値

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現
　　状況

・都市再生整備計画事業や街なみ環境整備、「環境学習都市宣言」記念公園整備事業を行うことにより、歴史資源・自然資源を保全し、それらを活用して豊かな
暮らしや文化の醸成、地域の魅力づくりを推進することができた。
・市民運動公園再整備により、公園ニーズの多様化に対応する施設となったことで、利用者数を増加することができた。

最終目標値 18,400人／年
目標値と実績値に
差が出た要因


